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一般社団法人応用生態工学会 

第 1 期第 1 回総会 資料 
 

開催日時:2024 年 7 月 5 日(金) 

 

応用生態工学会 令和６年度 臨時総会 議事次第 

１ 決議事項 

 １－１ 第１号議案 理事１５名選任の件･･････････････････････････････････････ ２ 

１－２ 第２号議案 会員規程制定の件････････････････････････････････････････ ３ 

 

（別添資料） 

 一般社団法人応用生態工学会 会員規程（案） 
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１ 決議事項 

１－１ 第 1 号議案 理事１５名選任の件             資料－１  

本会運営の本格化に伴い、定款所定の設立時理事に加え、新たに理事１５名の選任をお願いい

たしたいと存じます。 

理事候補者は、次のとおりです。なお、本総会において選任された理事の任期は、選任後１年

以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の時までとしたいと存じます。 

 

候補者

番 号 
氏 名 勤務先および職名 

１ 赤松
あかまつ

 良
よし

久
ひさ

 山口大学大学院創成科学研究科 教授 

２ 沖津
お き つ

 二
じ

朗
ろう

 
応用地質株式会社地球環境事業部 

応用生態工学研究所 所長 

３ 小俣
お ま た

 篤
あつし

 公益財団法人河川財団 理事長 

４ 片野
か た の

 泉
いずみ

 奈良女子大学研究院自然科学系 教授 

５ 北村
きたむら

 匡
ただし

 共和コンクリート工業株式会社 取締役副社長 

６ 佐藤
さ と う

 高広
たかひろ

 株式会社復建技術コンサルタント環境部 部長 

７ 島村
しまむら

 彰
あきら

 株式会社建設環境研究所 大阪支社 取締役支社長 

８ 関島
せきじま

 恒夫
つ ね お

 新潟大学農学部農学科 教授 

９ 西廣
にしひろ

 淳
じゅん

 
国立研究開発法人国立環境研究所気候変動適応センター 

副センター長 

１０ 平井
ひ ら い

 秀
ひで

輝
き

 一般財団法人水源地環境センター 理事長 

１１ 光
みつ

成
なり

 政和
まさかず

 一般財団法人日本ダム協会 専務理事 

１２ 柳川
やながわ

 晃
あきら

 
いであ株式会社社会基盤本部 

特任理事水源地統括 

１３ 吉田
よ し だ

  丈人
たけひと

 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 

１４ 吉村
よしむら

  千
ち

洋
ひろ

 東京工業大学環境・社会理工学院 教授 

１５ 渡邊
わたなべ

 康
やす

玄
はる

 北見工業大学工学部社会環境系 教授 

 

※各候補者と本会との間に特別の利害関係はありません。 
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１－２ 第 2 号議案 会員規程制定の件               資料－２  

⑴ 提案の理由 

本会定款第６条ないし第９条に基づき、本会会員の入会、会費、任意退会等に関する事項を規

定するため、会員規程を制定したく存じます。 

⑵ 規定の内容 

会員規程の内容につきましては、別添資料の「会員規程」案のとおりとなります。
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              別添資料  

一般社団法人応用生態工学会 

会員規程（案） 

（目的） 

第１条 本規程は、一般社団法人応用生態工学会（以下「本会」という。）定款第３章に規定する

会員に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

（会員の種別及び資格要件） 

第２条 本会の会員の種別及び資格要件は、定款第５条の規定に基づき、次の各号に定めるとお

りとする。 

① 正会員 本会の目的に賛同して入会した個人 

② 学生会員 本会の目的に賛同して入会した個人で、応用生態工学を志し、大学、短期大学、

専門学校等の在籍を証明できる者 

③ 賛助会員 本会の目的事業を賛助する個人又は法人若しくはその他の団体 

④ 名誉会員 本会及び応用生態工学の発展に大きな功績のあった個人で、理事会の推薦により

総会において決定された者 

（入会手続） 

第３条 前条第１号から第３号に定める会員の入会の申込みは、次の各号に定めるとおりとする。 

① 正会員として入会しようとする者は、所定の入会申込書を本会の事務局に提出しなければな

らない。 

② 学生会員として入会しようとする者は、所定の入会申込書のほか、学生証等在学を証明する

書類（写しでも可。）を添付し、本会の事務局に提出しなければならない。 

③ 賛助会員として入会しようとする者は、所定の入会申込書を本会の事務局に提出しなければ

ならない。 

２ 名誉会員は、理事会の推薦による総会における決定と、被決定者本人の同意をもって名誉会

員となる。 

３ 第１項の入会申込みに対しては、理事会において入会の可否を決定し、これを申込者に通知

する。この場合において、入会を可とするときは、申込者に対してその旨の通知を発した日をも

って入会日とする。 

（権利義務） 

第４条 会員の権利義務は、次項以下に定めるとおりとし、別に定める場合を除き、入会日をも

って発生する。 

２ 正会員の権利義務に関する事項は、次の各号に定めるとおりとする。 

① 総会に出席し、議決権を行使することができる。 

② 会誌、ニュースレター及び各種案内を受けることができる。 

③ 研究発表会、ワークショップ、シンポジウム、賛助会員向け講習会、現地見学会、その他関

連団体との共催行事等に出席することができる。 

④ 会費を納入しなければならない。 
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⑤ 総会の決議を遵守しなければならない。 

⑥ 住所、氏名その他理事会において定める事項に変更がある場合には、速やかに届け出なけれ

ばならない。 

⑦ その他定款、規程等に定められるところの権利を行使し義務を負う。 

３ 学生会員には、前項第２号から第７号の規定を適用する。 

４ 賛助会員には、第２項第２号から第７号の規定を適用する。 

５ 名誉会員には、第２項第２号、第３号、第５号から第７号の規定を適用する。 

(会費) 

第５条 会費は、会員の種別に応じて、次の各号に定めるとおりとする。 

① 正会員  年額 ６，０００円。 

② 学生会員 年額 ２，０００円。 

③ 賛助会員 年額 １口１００，０００円とし、１口以上とする。 

④ 名誉会員 会費を納入することを要しない。 

２ 前項の規定にかかわらず、正会員の入会初年度の会費は、当該正会員の入会日が当該初年度

に開催された総会の後であるときは、当該初年度に限り、前項第１号に定める額の半額とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、学生会員が卒業又は修了した後、正会員として入会したときの

会費の額は、入会した初年度に限り、第１項第２号に定める額とする。 

４ 会費の納入は前納とする。ただし、特別の理由があるときには、６か月ずつ年２回にて分納

することができる。 

５ 既納の会費は、いかなる理由があってもこれを返還しない。 

（会費の使途） 

第６条 会費は、その５０％以上を公益目的事業のために使用するものとする。 

（会員名簿） 

第７条 会⾧は、法令の定めるところにより会員名簿を作成し、これを事務局に備え置き、適切

に管理しなければならない。 

２ 会員名簿は会員種別ごとに整理してこれを作成する。 

３ 会⾧は、会員名簿の記載事項に変更があったときは、すみやかにこれを行うものとする。 

（届出内容の変更） 

第８条 会員は、第３条第１項の入会申込書の内容に変更が生じた場合は、速やかに所定の変更

届を事務局に提出しなければならない。 

（退会） 

第９条 会員は、所定の退会届を事務局に提出することにより、いつでも退会することができる。 

（除名） 

第１０条 会⾧は、定款第９条の規定により会員を除名したときは、当該会員であった者に対し、

所定の除名通知書を送付しなければならない。 

（会員の資格喪失） 

第１１条 定款第１０条第１号及び第２号に規定する事由により会員が資格を喪失したときは、

会⾧は、当該会員であった者に対し、所定の資格喪失通知書を送付しなければならない。 
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（細則） 

第１２条 本規程の実施に関し必要な細目的事項は、会⾧がこれを定める。 

（改廃） 

第１３条 本規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。 

附 則 

１ 任意団体である応用生態工学会の各会員は、本規程の関係各規定の定めに関わらず、本規程

の施行日をもって、それぞれ、本会の正会員、学生会員、賛助会員又は名誉会員となり、会員情

報は引き継がれる。ただし、本会の各会員となることについて異議を述べた者はこの限りではな

い。 

２ 任意団体である応用生態工学会の各会員が、前項本文の規定により、引き続き、本会の会員

となる場合において会費の支払を要するときは、初年度の会費は、従前の任意団体に納入した会

費をもってこれを充当するものとする。 

３ 本規程は、本会設立の日から施行する(令和６年７月５日総会決議)。 

 


